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広報はこね　2017.December

猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

　
子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
見
守

る
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
コ
ラ
ム

「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」
を
連
載

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
箱
根
中
学
校
か
ら
お

届
け
し
ま
す
。

　
「
中
学
生
に
な
っ
て
変
わ
っ
た

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。」
こ
れ
は
、
面
接
を
し
た

折
に
２
年
生
の
生
徒
が
答
え
た
言

葉
で
す
。
話
を
聞
く
と
「
小
学
生

の
頃
は
恥
ず
か
し
さ
か
ら
な
か
な

か
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
自
分
が

い
た
。
そ
の
自
分
を
情
け
な
く
思

い
続
け
て
い
た
」
と
の
こ
と
。
そ

こ
で
中
学
生
に
な
っ
た
こ
と
を
機

に
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

と
決
め
、
今
で
は
バ
ス
の
運
転
手

さ
ん
に
も
欠
か
さ
ず
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
10
月
に
１
年
生
が
町
内
の
職
場

体
験
に
出
か
け
ま
し
た
。
職
場
体

験
で
学
ん
だ
こ
と
の
中
で
一
番
多

く
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
相
手

に
伝
わ
る
よ
う
な
大
き
な
声
、
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
や
、
仕

事
を
頼
ま
れ
た
際
に
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
な
声
で
「
は
い
」
と
返
事

を
す
る
大
切
さ
で
し
た
。

　
い
ず
れ
の
例
も
、
生
徒
の
目
に

は
、
あ
い
さ
つ
、
笑
顔
、
大
き
な

声
で
生
活
し
て
い
る
大
人
の
姿
が

映
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
大
人
の
姿
か
ら
教
わ
っ

た
こ
と
が
い
つ
芽
を
出
し
、
花
を

咲
か
せ
、
実
を
結
ぶ
の
か
は
、
生

徒
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
心
得
た
う
え
で
、

子
ど
も
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
、

大
人
自
身
が
実
行
し
て
見
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

本
校
で
も
、〝
生
徒
に
要
求
す

る
こ
と
は
、
教
職
員
自
身
が
身
に

付
い
て
い
る
か
、
ま
だ
不
十
分
で

あ
っ
て
も
自
分
も
努
力
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
〟
と
確
認
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
箱
根
中
学
校

�

☎
８
２
―
３
０
０
０

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
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８
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―
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コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
小・中学校の交流編

　今回も南足柄市のジオサイトから「文
ぶんめいづつみ

命堤」を紹介するね。

　「文命堤」は、南足柄市と山北町の境界にある、酒匂川に作られた堤防だよ。酒匂川は‘暴れ川’と呼ばれ氾
はんらん

濫を繰り

返していたけど、江戸時代初期の小田原藩によって大
おお

口
くち

土
ど

手
て

などが整備され、流れを「Ｚ」型にして勢いを弱める構造が

できたんだ。新大口橋から上流左に見える「千
せんがんいわ

貫岩」という崖は、川の流れをぶつけている場所だけど、実は 6万 6千年

前の箱根火山の大噴火による火砕流が堆積してできた地層なんだって。その地層の厚いところは10メートル以上も達して

いるから、そのときの噴火の激しさがよく分かるよね。

　酒匂川は氾濫を繰り返し、特に富士山の宝永噴火と翌年の大雨の際

に堤防が決壊し、足柄平野は壊滅的な被害を受けたんだって。そこ

で、幕府から復興を命じられた田中丘
きゅう

隅
ぐ

（休愚）が大口土手などを再

建し、中国の治水の神である「文命」を祀った文命宮を建てたことか

ら文命堤と呼ばれるようになったんだよ。その後も何度か氾濫してい

るけれど、治水事業を続けた先人たちの努力によって、現在の緑多い

足柄平野があるんだね。

　「文命堤」は噴火や洪水などの災害と、それに立ち向かった人々の

戦いの歴史を学ぶことができるジオサイトなんだよ。

　10月1３日に箱根中学校で開催された文化活動発表会において、 ３小学校の ６年生が、迫力ある中学生
の合唱を鑑賞するため中学校を訪問しました。
　また、中学生と ３小学校 ６年生が「夢の世界を」と「Believe」を合唱しました。小学 ６年生にとっ
ては、事前に音楽の授業で中学校音楽科教員による指導を受けていたもので、中学生とのコラボレー
ションは、感慨深いシーンとなりました。

≪出前授業も盛んです！≫

↑�３ 小学校 ６年生と
中学生の合唱

←�３ 小学校 ６年生が
中学生の合唱を鑑
賞

■�箱根中学校の遠藤体育科教員が
湯本小学校へ

■�箱根中学校の伊與田英語科教員が
箱根の森小学校へ

箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
空
と
大
地
の
工
作
」

～
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

�

星
座
を
作
ろ
う
！
～

　

箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は

「
空
と
大
地
の
工
作
」
と
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
星
座
を
作
成

す
る
工
作
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
箱
根
の
冬
の
夜
空
に
、
砂
時
計
の

よ
う
な
形
に
見
え
る
オ
リ
オ
ン
座
や

誕
生
日
な
ど
お
好
き
な
星
座
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
完
成
後
は
、
キ
ラ

キ
ラ
と
き
れ
い
に
光
る
星
座
を
観
察

し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
12
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰
10

時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
（
所
要
時

間
約
15
分
）

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

時
間
内
に
直
接
来
て
く
だ
さ
い
。

材
料
費　
５
０
０
円

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

☎
８
３
―
８
１
４
０

ハ
ッ
ピ
ー
ま
な
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

「
真
鶴
ジ
オ
ツ
ア
ー

�

～
地
球
の
懐
を
見
に
行
こ
う
～
」

�

参
加
者
募
集
！

　
約
16
万
年
前
、
複
数
の
火
口
か
ら

噴
出
し
た
溶
岩
で
成
り
立
つ
真
鶴
半

島
。
そ
の
真
鶴
を
代
表
す
る
石
材

「
本
小
松
石
」
の
採
石
場
を
巡
る
ジ

オ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
般
公
開
し
て
い
な
い
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
採
石
場
を
見
学
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
潮
風
を
う
け
て
甘

く
実
っ
た
み
か
ん
狩
り
も
お
楽
し
み

に
！

　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
時　
12
月
17
日
㈰
９
時
30
分
～

15
時
頃

集
合
・
解
散
場
所　
真
鶴
駅

コ
ー
ス　
真
鶴
駅
→
採
石
場
（
２
ヶ

所
）
→
（
軽
便
鉄
道
跡
見
学
）
→
松

本
農
園
（
昼
食
・
み
か
ん
狩
り
）
→

真
鶴
駅

定　
員　
30
名
（
小
学
５
年
生
以
上
）

参
加
費　
大
人
３
，
０
０
０
円
・
小

学
生
２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　
12
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電

話
、
FAX
、
は
が
き
に
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

照
会
先　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

〒
２
５
０
―
０
３
１
１

箱
根
町
湯
本
７
０
６
―
３
５

�

☎
８
５
―
５
７
９
４

�

FAX
８
５
―
５
７
２
１

　

詳
細
は
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。http://w

w
w
.hakone-

geopark.jp

はこジ郎の
　　　ぶらぶら
　　　ジオ日記

「文命堤」へは、伊豆箱根鉄道大雄山線「大雄山駅」か
ら富士急湘南バスで新松田行20分「大口」バス停下
車（夏休み・土日のみ、平日は新松田からのみ運行）
「南足柄ジオガイドの会」がご案内します
お気軽にお問い合わせください！（℡0465-73-8001）

南足柄市ふるさと大使「よいしょの金太郎」

千貫岩


